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天
和
三
年
の
古
今
伝
受 

―
― 

近
衛
基
凞
『
伝
授
日
記
』
の
作
成
を
中
心
に 

―
― 

酒 

井 

茂 

幸 

  

要 

旨 

 

本
稿
で
は
延
宝
八
年(

一
六
八
〇)
か
ら
天
和
三
年(

一
六
八
三)

の
後
西
院
か
ら
霊
元
天
皇･

近
衛
基
凞
へ
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
、
『
基
凞
公

記
』
の
別
記
・
陽
明
文
庫
蔵
『
伝
授
日
記
』
の
解
読
を
中
心
に
据
え
て
、
流
れ
を
整
理
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る
様
相
を
御
所
伝
受

の
通
史
を
視
野
に
収
め
検
討
す
る
。 

 

ま
ず
、
霊
元
天
皇
か
ら
所
望
が
提
起
さ
れ
、
後
西
院
が
後
水
尾
院
に
相
談
し
諒
解
が
得
ら
れ
た
。
続
い
て
「
三
十
首
和
歌
」
が
詠
進
さ
れ
、
い

よ
い
よ
後
西
院
に
よ
る
講
釈
が
、
延
宝
八
年
五
月
六
日
か
ら
始
ま
る
。
一
度
徳
川
家
綱
の
薨
去
の
た
め
延
宝
八
年
五
月
一
一
日
に
講
釈
が
中
断
し
、

約
三
年
後
の
天
和
三
年
四
月
二
日
に
再
開
さ
れ
る
。
後
西
院
の
講
釈
は
天
和
三
年
四
月
一
四
日
に
終
り
、
一
六
日
に
な
り
切
紙
伝
受
、
誓
状
の
提

出
、
証
明
状
の
下
賜
と
進
ん
だ
。
切
紙
伝
受
の
模
様
は
、
天
正
二
年(
一
五
七
四)

の
古
今
伝
受
以
来
と
同
様
に
、
人
麻
呂
の
画
像
を
架
け
そ
の
前

に
設
え
た
白
机
に
三
種
の
神
器
を
置
き
神
事
と
し
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
寛
文
四
年(

一
六
六
四)

の
古
今
伝
受
以
来
三
種
の
神
器
の
玉
が
香
箱
に

な
っ
て
い
る
。
東
山
御
文
庫
蔵
『
後
西
天
皇
古
今
伝
授
御
証
明
状
』
に
拠
る
と
、
こ
の
四
月
一
六
日
の
霊
元
天
皇
へ
の
切
紙
伝
受
で
は
、
後
水
尾

院
相
伝･

宸
翰
の
切
紙
二
四
通
と
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
の
進
上
が
伝
受
の
対
象
と
な
っ
た
。
一
方
、
基
凞
へ
の
切
紙
伝
受
で
は
後
西
院
宸
翰
の

切
紙
が
伝
受
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
陽
明
文
庫
に
後
西
院
宸
翰
の
切
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
二
二
日
に
小
御
所
に
お
い
て
竟
宴
和
歌
御

会
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。 
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一 

は
じ
め
に 

  

天
和
三
年(
一
六
八
三)

に
後
西
院
か
ら
霊
元
天
皇･

近
衛
基
凞
へ
の
古
今
伝
受
が
成
さ
れ
た
。
近
衛
基
凞
の
日
記
『
基
凞
公
記
』
に
古
今

伝
受
の
記
事
が
存
す
る
こ
と
は
、
早
く
横
井
金
男
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が

 

（
1
）

、
以
後
の
研
究
は
御
所
伝
受
の
延
長
と
言
っ
た
視
点
か

ら
の
言
及
が
主
で
、
本
格
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
陽
明
文
庫
に
、
近
衛
基
凞
が
記
し
た
、
『
伝
授
日

記
』
と
い
う
『
基
凞
公
記
』
の｢

別
記
」
に
当
た
る
資
料
が
所
蔵
さ
れ
、
新
井
栄
蔵
に
よ
り
影
印
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

 

（
2
）

 

 

本
稿
で
は
近
衛
基
凞
の
『
伝
授
日
記
』
の
解
読
を
通
じ
て
、
延
宝
八
年(

一
六
八
〇)

か
ら
天
和
三
年
の
古
今
伝
受
に
つ
い
て
そ
の
流
れ
を

整
理
し
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
お
け
る
様
相
を
御
所
伝
受
の
通
史
を
視
野
に
収
め
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
古
今
伝
受
と
い
う
特
殊
な

状
況
下
で
『
古
今
和
歌
集
』
と
そ
の
注
釈
書
は
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
そ
の
読
書
行
為
は
時
空
を
越
え
て
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
か
を

考
察
し
て
み
た
い
。 

 

二 

延
宝
八
年
の
古
今
伝
受 

  

古
今
伝
受
で
は
、
ま
ず
伝
受
を
受
け
る
者
の
所
望
が
提
起
さ
れ
、
発
起
を
促
す
こ
と
に
な
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
蔵
『
古

今
伝
受
日
記
』

 

（
3
）

は
寛
文
四
年(

一
六
六
四)

の
後
水
尾
院
か
ら
後
西
院
ヘ
の
古
今
伝
受
に
記
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
本
稿
で
問
題
と
し

て
い
る
延
宝
八
年
の
古
今
伝
受
の
記
事
か
含
ま
れ
、
霊
元
天
皇
の
古
今
伝
受
の
所
望
が
明
ら
か
に
な
る
。 
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延
宝
八
年 

 
 
 
 

 
 

二
月 

廿
二
日
、

主

上

（
霊
元
天
皇
）

古
今
御
伝
受
御
所
望
之
事
、
日
野
亜
相

（
弘
資
）･

予

（
中
院
通
茂
）

為
御
使
参
新

院

（
後
西
院
）

申
入
了
、
可
有
御
相
談

法

皇

（
後
水
尾
院
）

之
由
也
、 

廿
八
日
、
参
新
院
、
先
日
之
義
窺
之
処
、
去
廿
七
日
御
相
談
法
皇
之
処
、
御
伝
受
可
然
之
由
也
、
然
而
遮
而
非
被
仰
事
之
間
、
御
延

引
之
由
也
、
参
内
新
院
仰
之
旨
言
上
了
、 

 
 
 
 

 

此
後
之
事
注
奥 

霊
元
天
皇
が
古
今
伝
受
を
所
望
し
、
そ
の
こ
と
を
日
野
弘
資･

中
院
通
茂
が
使
者
と
な
り
後
西
院
に
申
し
入
れ
た
。
院
は
後
水
尾
院
に
相
談

す
る
と
言
い
、
後
日
通
茂
が
参
院
し
後
西
院
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
後
水
尾
院
は
伝
受
す
べ
き
と
の
意
向
で
あ
り
、
そ
れ
を
宮
中
の
霊
元
院

に
伝
え
た
。 

 

古
今
伝
受
が
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す
と
、
三
十
首
和
歌
の
詠
進･

添
削
と
な
る
。
古
今
伝
受
に
お
け
る｢

三
十
首
和
歌｣

は
、
横
井
金
男･

小
高
道
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に

 

（
4
）

、
慶
長
五
年(
一
六
〇
〇)

の
細
川
幽
斎
か
ら
智
仁
親
王
へ
の
伝
受
、
寛
永
二
年(

一
六
二
五)

の
智
仁
親
王
か

ら
後
水
尾
天
皇
へ
の
伝
受
か
ら
記
録
が
残
り
、
寛
文
四
年
の
段
階
に
至
り
古
今
伝
受
の
一
階
梯
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
海
野
圭
介
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

 

（
5
）

延
宝
八
年･

天
和
三
年
の
古
今
伝
受
で
の
記
録
は
、
陽
明
文
庫
蔵･

近
衛
基
凞
『
伝
授
日
記
』〔
以

下
『
伝
授
日
記
』
と
略
称
〕
の
冒
頭
で
あ
る
延
宝
八
年
五
月
六
日
条
に
見
え
る
。 

 
 
 
 

延
宝
八
年 

 
 

五
月 

 
 

六
日
甲
午
天
蔭
未
斜
雨
下 

今
日
於 

禁
裏 

新
院
始
古
今
和
哥
集
御
講
談
御 

是 

主
上
近
日
為
此
道
御
伝
授
也
、
余
数
年
大
望
之
処
此
度
蒙
御
免
令
聴
聞
者



天和三年の古今伝受（酒井） 

 － 277 －

也
、
先
是
月
先
月
中
旬
之
比
詠
三
十
首
和
哥
略 

新
院
御
覧
成
○被

加
御
詞
了
、
主
上
尤
有
三
十
首
御
製
御
製
并
愚
詠
并
有
之(

中
略)

 

一
今
度
三
十
首
和
哥
於
主
上
者
被
遂
嘉
躅 

法
皇 

新
院
御
伝
授
之
時
○所

令
詠
給
之
三
十
首
の
題
を
以
此
度
又
令
詠
給
、
於
愚
者
依 

主
上
新
院
御
気
色
以
他
三
十
首
題
詠
之
子

細
如
何
者 

法
皇 

新
院 

主
上
其
上
於
予
以
同
題
詠
之
、
去
御
伝
授
之
時
必
為
此
三
十
首
之
由
世
人
存
之
歟
、
然
者
聊
於
此
道
似
○無

用
捨
間
被
改
之
畢
、
題
云
、 

早
春
氷 

子
日 
梅
薫
袖 

余
寒
月 

盛
花 

花
随
風 

暮
春
鶯 

郭
公 

五
月
雨 

納
涼 

七
夕 

薄
似
袖 

深
夜
虫 

田
上

雁 

山
家
月 

惜
月 
紅
葉 

寒
草 

水
鳥 

庭
雪
深 

忍
恋 

夢
中
恋 

誓
恋 

歎
名
恋 

恨
恋 

暁
鶏 

閑
中
燈 

羇
旅 

述
懐 

祝
言 

 

霊
元
天
皇
は
寛
文
四
年
の
後
西
院
の
伝
受
の
時
と
同
じ
題
で
詠
み
、
基
凞
も
そ
の
題
で
読
む
意
向
で
あ
っ
た
が
、
紆
余
曲
折
が
あ
り
結

局
異
な
る
題
で
読
ん
だ
。
『
古
今
伝
受
日
記
』
延
宝
八
年
三
月･

四
月
条
に
も
詳
し
い
記
事
が
見
え
る
。 

 
 
 
 

 

延
宝
八
年
三
月 

九
日
、
向
戸
田
越
前
守
与
日
野
同
道
、
御
伝
受
之
事
談
了
、 

此
間
卅
首
御
沙
汰
也
、
左

府

（
近
衛
基
熙
）

又
此
度
御
伝
受
、
仍
同
被
詠
之
、
御
製
〈
先
年
御
伝
受
之
時
、
法
皇
／
新
院
所
被
詠
之
題
〉
、
左
府
〈
別

題
也
〉 

 
 
 
 

 

四
月 

八
日
、
召
日
野
亜
相･

予
、
被
進
三
十
首
於
新
院
御
方
〈
中
高
檀
帋
巻
物
也
／
高
サ
七
八
寸
計
也
〉
、
進
置
退
出
了
、 

廿
六
日
、
有
召
新
院
御
対
面
、
先
日
所
進
置
之
三
十
首
御
製
御
添
削
〈
別
帋
横
折
／
被
遊
之
〉
拝
見
了
、
則
御
詠
草
被
相
副
被
返
遣

之
、
持
参
禁
中
、
左
府
今
日
参
院
詠
草
被
下
云
々
、
返
参
新
院
御
所
、
御
満
足
之
由
申
入
了
、
退
出
、
御
伝
受
日
限
之
事
申
入
了
、 
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ま
ず
前
掲
の
『
伝
授
日
記
』
に｢

先
月
中
旬
之
比｣

と
あ
っ
た
の
は
正
確
に
は
三
月
九
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
霊
元
天
皇
と
基
凞
は

別
の
題
で
三
十
首
を
詠
み
、霊
元
天
皇
は
日
野
弘
資･

中
院
通
茂
を
通
じ
て
後
西
院
に
詠
草
を
提
出
し
、二
六
日
に
添
削
の
上
返
却
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
延
宝
八
年
の
霊
元
天
皇
と
基
凞
の
三
十
首
和
歌
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
旧
蔵
『
灌
頂
三
十
首
』(

Ｈ
─
六
〇
〇

─
六
四
〇)
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
霊
元
天
皇
詠
は
清
書
本
で
添
削
書
き
入
れ
が
見
え
な
い
が
、
草
稿
が
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
有
栖
川
宮
本
『
桃

蘂
集
』(

ふ
函
一
一
一)

に
含
ま
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

 

（
6
）

基
凞
の
三
十
首
の
歌
題
が
三
条
西
実
隆
の
家
集
『
雪
玉
集
』
の
組
題
五
十
首

同
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
霊
元
天
皇･

基
凞
へ
の
古
今
伝
受
に
際
し
て
の
後
西
院
に
よ
る
講
釈
は
、
五
月
六
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
『
基
凞
公
記
』
延
宝

八
年
五
月
六
日
条
に
、 

 
 

六
日
甲
午
、
天
晴
陰
未
斜
雨
下
、
従
今
日
新
院
於
禁
裏
古
今
和
歌
集
御
講
尺
有
之
、
近
日
依
可
有
御
伝
授
也
、
其
儀
記
別
有
之
、 

と
あ
る
。
傍
線
部｢

其
儀
記
別
有
之｣

が
『
伝
授
日
記
』
に
当
た
る
。
講
釈
は
後
西
院
が
禁
裏
に
御
幸
し
行
っ
た
。
『
伝
授
日
記
』
の
同
日
条

を
次
掲
す
る
。 

今
日
辰
上
刻
着
冠
直
衣
参 

内
、
持
参
古
今
集
〈
兼
日
存
今
度
／
新
写
之
〉
、
不
経
幾
程 

新
院
御
幸 

法
皇
引
続
御
幸
、
於
御
三
間

暫
時
御
■
言
談
有
之
、
次
於
便
宜
所
被

同
処

始
御
講
談
、
日
野
前
大
納
言
弘
中
院
前
大
納
言
通
両
人
於
末
座
聴
聞
御
講
談
、
此
両
人
先
年 

新
院
此
道
御
伝
授
之
時
一
同
従 

法
皇
被
授
下
之
、
仍
所
聴
聞
也
、
今
日
春
哥
上
巻
六
十
八
首
有
御
講
談
、
其
御
弁
舌
誠
神
妙
無
比

類
者
歟
、
法
皇
暫
時
御
聴
聞
、
雖
然
御
耳
不
分
明
上
為
御
老
躰
御
退
屈
之
間
早
入
御
、（
下
略
） 

先
に
寛
文
四
年
に
後
西
院
よ
り
古
今
伝
受
を
受
け
て
い
る
日
野
弘
資
と
中
院
通
茂
が
陪
席
し
、
後
水
尾
院
も
御
幸･

聴
聞
し
て
い
る
。
後
西

院
の
講
釈
の
弁
舌
が
誠
に
絶
妙
で
比
類
無
い
と
賞
さ
れ
て
い
る
。
傍
線
部
に
あ
る
と
お
り
、
基
凞
は
『
古
今
和
歌
集
』
を
新
写
し
講
釈
の

場
に
持
参
し
て
い
る
。
陽
明
文
庫
の
蔵
書
の
中
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
伝
本
は
見
出
せ
無
い
が
、
以
下
に
挙
げ
た
陽
明
文
庫
蔵･

近
衛
基
凞
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筆
『
古
今
和
歌
集
』
の
宝
永
三
年(

一
七
〇
六)

の
書
写
奥
書
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
記
載
が
存
す
る
。 

 
 

Ａ
此
集
家
々
所
称
雖
説
々
多
且
任
師
説
又
加
了
、
見
為
備
後
学
之
証
本
不
顧
老
眼
之
不
堪
手
自
書
之 

近
代
僻
案
之
好
士
以
書
生
之
失
錯
称
有
識
之
秘
事
、
可
謂
道
之
魔
性
、
不
可
用
之
、
但
如
此
用
捨
只
可
随
其
身
之
所
好
不
可
存
、

自
他
之
差
別
志
同
者
可
随
之 

 
 
 
 

貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
癸
亥
戸
部
尚
書
藤

（

藤

原

定

家

）

判 

 
 
 
 

同
廿
八
日
読
合
訖
書
入
落
字
了
、
伝
于
嫡
孫

（
為
氏
）

可
為
将
来
之
証
本 

 
 

Ｂ
以
家
本
不
違
和
漢
文
字
仕
并
行
分
等
連
々
書
写
校
合
畢
、
但
於
仮
名
序
初
文
字
者
先
人

（
為
道
）

御
自
筆
也
、
彼
強
行
分
等
不
被
守
正
本
之

間
、
雖
随
其
自
春
上
不
違
一
字
至
行
分
以
下
、
落
字
等
皆
以
如
本
書
之
正
本
、
細
々
披
見
之
条
不
可
然
之
間
、
如
此
懃
染
筆
了
、

曽
不
相
違
家
本
者
也 

 
 
 
 

文
保
二
年
四
月
十
三
日 

羽
林
中
郎
将
藤

（

二

条

為

定

）

判 

 
 

Ｃ
此
集
以
逍
遙
院
内
府

（

三

条

西

実

隆

）

自
筆
本
後
十
輪
院
内
府

（

中

院

通

村

）

所
書
也
、
為
証
本
間
可
写
置
之
旨
天
和
年
中
辱
蒙 

後
西
院
仰
以
写
之
、
但
真
名
并

行
分
等
如
本
書
之
、於
仮
名
者
強
而
不
守
本
、殊
急
々
令
書
写
之
条
其
躰
狼
藉
至
極
也
、
仍
不
顧
老
眼
不
堪
再
写
之
、以
授
与
左
幕
下

（
近
衛
家
久
）

只
是
欲
備
後
代
証
本
而
已 

 
 
 
 

宝
永
三
年
十
二
月
廿
一
日 

（
花
押
〈
近
衛
基
凞
〉） 

Ａ
Ｂ
は
二
条
家
の
証
本
で
あ
る
貞
応
二
年
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
本
奥
書
で
あ
る
。
Ｃ
に
よ
る
と
、
親
本
は
実
隆
自
筆
本
を
中
院
通
村
が
写

し
た
も
の
で
、
天
和
年
中
に
証
本
で
あ
る
た
め
写
し
留
め
る
よ
う
後
西
院
の
仰
せ
を
受
け
て
書
写
し
た
本
が
あ
り
、
こ
れ
が
前
掲
の
『
伝

授
日
記
』
の
記
事
に
あ
っ
た
新
写
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。 

 

題
目
に
掲
げ
た
通
り
天
和
三
年
の
古
今
伝
受
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
延
宝
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
次
に
講
釈
の
進
行
日
程
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を
示
し
た
と
お
り
（
『
伝
授
日
記
』
に
よ
り
作
成
）
、
一
度
延
宝
八
年
五
月
一
一
日
に
講
釈
が
中
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

１ 

八
・

（
延
宝
）

五
・
六 

 

春
上 

 
 

２ 

八
・
五
・
七 

 

春
下 

 
 

３ 
八
・
五
・
八 

 

夏
～
秋
上 

 
 

４ 

八
・
五
・
九 

 

秋
上 

 
 

５ 

八
・
五
・
一
〇 

秋
下 

 
 

６ 

八
・
五
・
一
一 

冬
～
賀 

 
 

７ 

三
・

（
天
和
）

四
・
二 

 
離
別
～
覉
旅 

 
 

８ 

三
・
四
・
三 

 
 

恋
一 

 
 

９ 

三
・
四
・
四 

 
 

恋
二 

 
 

10 

三
・
四
・
五 

 
 

恋
三 

 
 

11 

三
・
四
・
六 

 
 

恋
四 

 
 

12 

三
・
七
・
七 

 
 

恋
五 

 
 

13 

三
・
七
・
八 

 
 

哀
傷
～
雑
上 

 
 

14 

三
・
七
・
九 

 
 

雑
下 

 
 

15 

三
・
七
・
一
〇 

誹
諧･

雑
躰･

短
歌･

旋
頭
歌 

 
 

16 

三
・
七
・
一
一 

物
名 

 
 

17 

三
・
七
・
一
二 

仮
名
序 
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18 

三
・
七
・
一
三 

仮
名
序 

 
 

19 

三
・
七
・
一
四 

大
歌
所
御
歌･

墨
滅
歌･

奥
書･

真
名
序 

こ
の
事
実
と
そ
の
理
由
は
諸
記
録
か
ら
判
明
す
る
が
、
次
掲
の
『
基
凞
公
記
』
延
宝
八
年
五
月
一
二
日
条
の
記
事
が
事
態
の
舞
台
裏
を
記

し
詳
し
い
。 

十
二
日
庚
子
、
辰
刻
参
内
之
処
、
別
番
衆
千
種
亜
相

（
有
能
）

〈
武
家
／
伝
奏
〉
、
談
云
、
大
樹

（
家
綱
）

去
八
日
令
薨
去
給
之
由
告
来
、
只
今
従
土
田
越

前
口
上
書
到
来
、
即
令
披
露
了
云
々
、
驚
歎
者
也
、
昨
日
者
養
子
珍
重
之
由
心
中
悦
、
今
日
者
観
無
常
、
尤
天
下
之
重
事
也
、
暫
之

程
有
召
、
参
御
前
被
仰
云
、
予
早
参
新
院
今
日
之
御
講
談
可
被
停
之
由
可
言
上
、
次
々
之
事
只
今
在
新
院
御
気
色
之
由
也
、
早
以
伺

公
言
上
之
処
御
返
事
云
、
尤
可
被
停
御
講
談
次
々
之
事
能
々
被
計
時
節
静
可
在
御
沙
汰
之
由
也 

 

徳
川
家
綱
の
薨
去
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
を
基
凞
が
重
く
受
け
止
め
後
西
院
に
講
談
停
止
を
進
言
し
た
の
が
実

相
で
あ
っ
た
。 

 

三 

天
和
三
年
の
古
今
伝
受
・
灌
頂 

  

後
西
院
の
講
釈
は
前
掲
の
進
行
日
程
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
三
年
後
の
天
和
三
年
四
月
二
日
に
再
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
『
伝
授
日
記
』

天
和
三
年
四
月
五
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。 

 
 

五
日
丁
丑
天
快
晴 

辰
刻
参
内
、
新
院
御
幸
御
講
談
巻
十
三
、
午
刻
終
、
其
後
御
言
談
、
其
序 
院
仰
云
、
当
流
二
条
家
相
伝
的
伝
子
細
并
冷
泉
家
相
伝

非
正
風
、
子
細
密
々
被
語
仰
誠
感
悦
不
少
弥
増
此
道
信
、
未
下
刻
退
出
廿
枚
聞
書
清
書
、
入
夜
従 

院
伝
心
抄
一
冊

三
光
院
講
談
幽
斎
聞
書

被
許
拝
借
、
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畏
承
之
由
令
申
御
返
事
、
彼
是
喜
悦
不
少
者
也 

巻
十
三･

恋
三
の
講
釈
が
終
っ
た
後
、
言
談
が
あ
り
、
当
流
二
条
家
相
伝
の
嫡
伝
こ
そ
が
正
統
で
あ
り(

｢

的
伝｣

と
は
嫡
流
の
嫡
の
字
を
当
て
テ

キ
と
読
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
宛
て
字
で
あ
る)

、
冷
泉
家
の
相
伝
は
正
風
で
は
な
い
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
退
出
し
て
聞
書
を

清
書
し
た
。
こ
の
聞
書
と
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
『
古
今
和
歌
集
』(

岩
波
書
店
、
一
九
八
九)

「
古
今
和
歌
集
注
釈
書
目
録
」
に
、「
143

古
今
和
歌
集(
注)

 

後
西
院
。
天
和
三(

一
六
八
三)

。
霊
元
院
へ
の
伝
授
に
同
聴
し
た
近
衛
基
煕
の
聞
書
。
陽
明
文
庫
蔵
」
と
あ
る
の
が
相

当
す
る
が
、
こ
れ
は
陽
明
文
庫
で
は
公
開
閲
覧
の
対
象
外
の
資
料
で
あ
り
、
全
丁
に
わ
た
っ
て
の
熟
覧
・
複
写
等
は
不
可
の
由
で
あ
る
。

書
誌
の
採
取
は
許
可
を
得
た
の
で
以
下
に
掲
げ
る
。 

 

縦
三
四
・
二
糎
×
横
二
三
・
八
糎
。
紙
釘
装
二
冊
。
本
文
共
紙
の
表
紙
。
外
題
・
内
題
な
し
。
墨
付
一
冊
七
四
丁
遊
紙
な
し
。
二
冊
八

四
丁
後
遊
紙
一
丁
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
江
戸
前
期
写
。
前
掲
近
衛
基
凞
筆
『
古
今
和
歌
集
』
の
Ａ
Ｂ
の
本
奥
書
あ
り
。 

『
伝
授
日
記
』
の
記
事
に
戻
る
と
、
夜
に
な
っ
て
、
基
凞
が
後
西
院
よ
り
、
三
光
院(

三
条
西
実
枝)

の
講
釈
を
細
川
幽
斎
が
聞
書
し
た
『
伝

心
抄
』
を
拝
借
し
た
と
あ
る
。
こ
の
『
伝
心
抄
』
と
は
『
古
今
集
』
の
注
釈
書
の
こ
と
で
、「
三
光
院
講
釈
幽
斎
聞
書
」
と
傍
注
に
見
え
る

本
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
「
古
今
伝
受
資
料
」
と
し
て
整
理
さ
れ
、
翻
刻
も
既
に
備
わ
る
。

 

（
7
）

 

 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本｢

古
今
伝
受
資
料｣

に
関
し
本
稿
で
今
後
も
出
て
来
る
の
で
補
足
説
明
す
る
と
、
慶
長
五
年(

一
六
〇
〇)

に
細
川

幽
斎
よ
り
古
今
伝
受
を
受
け
た
智
仁
親
王
は
、
幽
斎
よ
り
授
与
さ
れ
た
古
今
注
や
誓
状
な
ど
の
も
ろ
も
ろ
の
資
料
を
時
に
は
新
た
に
書
写

校
合
し
整
備
に
努
め
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
群
は
寛
永
二
年
の
後
水
尾
天
皇
へ
の
伝
受
の
基
礎
と
も
な
っ
た
が
、
禁
裏
本
の
よ
う
に
火
災
に

よ
り
焼
失
す
る
こ
と
も
な
く
あ
た
か
も
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
よ
う
に
古
今
伝
受
の
現
場
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
桂
宮

家
代
々
に
伝
来
し
た
こ
の｢

古
今
伝
受
資
料｣

は
、
智
仁
親
王
没
後
は
そ
の
皇
子
智
忠
親
王
及
び
後
水
尾
院
以
後
の
歴
代
天
皇
に
よ
り
勅
封

さ
れ
て
い
た
事
実
が
、
同
資
料
所
収｢

古
今
伝
受
箱
御
封
紙｣

に
よ
り
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
海
野
圭
介
に
よ
る



天和三年の古今伝受（酒井） 

 － 283 －

整
理
が
存
す
る
が

 

（
8
）

、
ま
ず
『
続
図
書
寮
典
籍
解
題
』（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
）
解
説
を
掲
げ
る
。 

幽
斎
相
伝
之
古
今
伝
受
の
箱
の
開
閉
は
、
智
仁
親
王
の
薨
去
後
は
勅
封
に
よ
っ
て
厳
秘
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
後
水
尾
、
後
西
、
桜

町
の
各
天
皇
、
智
忠
親
王
等
の
封
紙
が
伝
存
す
る
。 

後
水
尾
法
皇
の
御
封
一
紙
は
①｢

(

御
花
押)

〈
封
／
之
〉｣

と
あ
り
、
そ
の
包
紙
に｢

法
皇
御
封
〈
延
宝
四
八
／
十
四
切
之
〉｣

、
後
西

天
皇
の
御
封
三
紙
の
内
一
紙
に
は
②｢

〈
天
和
三
／
八
十
四
〉(

御
花
押)

」
、
他
の
一
紙
に
は
③｢

〈
天
和
三
□
／
十
三
〉(

御
花
押)

封
之｣

と
あ
り
、
そ
の
包
紙
に｢

寛
保
三
年
三
月
廿
一
日
被
開
之
後
西
院
勅
符
也｣

と
あ
る
。
い
ま
一
紙
④
は
年
次
不
注
、
御
花
押
の
み
、

桜
町
天
皇
御
封
は
⑤｢
太
上
天
皇
昭｣

と
あ
る
一
紙
、
智
忠
親
王
御
封
は
二
紙
、
一
は
包
紙
に
⑥｢

天
香
院
殿
御
封
、
此
箱
延
宝
四
八
廿

五
初
開
之｣

と
、
封
紙
は
御
花
押
の
み
、
他
の
一
紙
は
包
紙
に
⑦｢

巳
正
月
廿
四
日

（

延

宝

五

年

カ

）

天
香
院
殿
御
封｣

と
あ
っ
て
、
お
な
じ
く
御
花
押
の

み
。(

私
に
①
か
ら
⑦
の
番
号
を
挿
入
し
た) 

 

原
本
に
当
た
り
附
属
資
料
に
つ
い
て
補
足
す
る
と
、
外
包
表
に
墨
筆
で｢

古
今
伝
受
御
封
紙
七
枚 

附
長
持
鍽
二
個｣

と
あ
り
、
内
包
表

｢

古
今
伝
受
御
封
包｣

と
あ
り
、同
裏
に｢

後
西
院
様
御
封
三
枚
／
同
寛
保 

一
枚
／
同
延
宝 

一
枚
／
天
香
院
殿
御
封
延
宝
一
枚
／
天
香
院

御
封
巳
正 

月
一
枚｣

と
あ
る
。
④
は
焼
破
片
で｢

明
暦｣
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
西
院
は
天
和
三
年
の
古
今
伝
受
に
際
し
て
後
水

尾
院
の
勅
封
を
解
い
て
資
料
を
取
り
出
し
、
そ
の
際
に
『
伝
心
抄
』
を
拝
借
し
た
の
で
あ
る
。 

 

後
西
院
の
講
釈
は
一
四
日
に
終
り
、
一
六
日
に
な
り
灌
頂
、
具
体
的
に
は
切
紙
伝
受･

誓
状
の
提
出
、
証
明
状
の
下
賜
と
な
る
。
ま
ず
、

『
基
凞
公
記
』
天
和
三
年
四
月
一
六
日
条
に
、 

 
 

十
六
日
戊
子
、
天
晴
陰
、
今
日
和
歌
灌
頂
也
、
未
刻
許
参
院
、
着
束
帯
、
頗
存
厳
儀
者
也
、
申
斜
退
出
、
委
細
在
別
記
、 

と
見
え
る
。
委
細
は｢

別
記｣

に
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
無
論
『
伝
授
日
記
』
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
『
伝
授
日
記
』
天
和
三
年

四
月
一
六
日
条
の
全
文
を
掲
げ
る
。 
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十
六
日
戊
子
天
晴
、
午
後
陰
有
雨
気
、
入
夜
雨
下
、 

巳
刻
許
光
久

（
竹
屋
）

卿
時
方
朝
臣
光
忠
朝
臣
来
、
又
行
豊
惟
広
朝
臣
等
来
、
予
着
束
帯
衣
袍
以
下
如
常
、
不
帯
剣
、
但
蒔
絵
螺
鈿
剣
〈
後
法
成
寺

（

近

衛

尚

通

）

殿
／
御
物
〉
具
紺
地
平
緒
令
入
懐
中 

院
今
朝
御
幸
、
於 

禁
裏 

御
伝
受
成
就
之
後 

還
御
可
有
御
左
右
旨
内
々
従
院
被
仰
下
之

間
移
時
未
上
刻
許
還
幸
之
由
被
仰
下
、
即
時
出
門
先
駆
藤
原
長
之 

長
房
朝
臣 

随
身
五
人
侍
童
二
人
番
頭
十
余
人
計
也
、
参
車
寄

辺
之
処
前
平
中
納
言
■
出
向
即
可
参
之
由
有
召
、
参 

御
前
、
広
御
所
也
、
窮
上
段
東
西
被
掛
人
麿
御
影
、
其
前
立
机
一
脚
白
木
、

其
上
有
打
糺
呂
、
其
中
円
形
鏡
一
面
、
四
房
香
莒
一
ヶ
、
御
剣
〈
平
鞘
以
柄
為
／
南
刃
方
在
東
〉
等
有
之
、
又
左
右
洗
米
一
盃
各
土

器
御
酒
一
盃
各
土
器
人
麿
影
前
左
方
有
秉
燭
被
焼
香
有
香
莒
又
殿
上

同

天

井

被
張
赤
地
錦
一
幅
南
地
妻
影
前
左
右
有
座
〈
以
南
為
御
座
茵
一
枚

上
／
加
白
布
〉
予
座
白
布
計
也
、
中
央
有
文
台
〈
籮
鈿
道
古
物
／
ノ
ウ
ツ
シ
也
〉
予
御
座
定
後
依
御
気
色
着
座
、
御
切
紙
一
〻
被
披

文
台
ノ
上
、
依
仰
予
一
々
読
之
、
次
第
事
終
予
起
座
、
次
於
常
御
所
方
○給

三
献
、
此
後
頂
戴
神
酒
洗
米
等
了
、
退
出
内
々 

依
仰
亜

相
同
参
頂
戴
神
酒
洗
米
、
畏
入
者
也
、
抑
今
日
御
伝
受
無
異
無
事 

公
私
大
慶
不
斜
、
且
又
一
身
喜
悦
無
比
類
、
年
来
於
此
道
有
執

心
、
是
又
非
一
心
之
儀
、
後
法
成
寺

（

近

衛

尚

通

）

殿
従
宗
祇
此
道
御
伝
受
之
後
至
三
藐
院

（
近
衛
信
尹
）

殿
無
断
絶
令
継
給
之
処
、
本
源
自
性
院

（

近

衛

信

尋

）

殿
不
幸
而
三
藐

院
殿
薨
給
之
間
不
及
御
伝
受
御
沙
汰
、

先

公

（
近
衛
尚
嗣
）

猶
以
無
其
儀
、
而
先
公
薨
候給

時
家
門
伝
来
抄
物
切
紙
等
被
進
旧

院

（
後
水
尾
院
）

之
処
、
万
治
度

回
録
之
日
猶
旧
院
御
文
庫
悉
焼
失
之
間
然
思
召
之
由
度
ゝ
蒙
仰
平
於
此
道
有
志
者
、
二
条
家
当
流
可
伝
給
候
由
蒙
御
芳
志
、
仍
就
彼

是
多
年
稽
古
此
道
雖
非
其
道
器 

旧
院
崩
御
之
後
新
院
相
尋
有
御
恩
恵
、
既
今
日
遇
此
幸
、
畏
悦
之
余
山
海
猶
有
限
只
感
涙
而
已
、

退
出
之
後
御
切
紙
等
収
文
庫
了
、 

 
 

一
今
日
御
座
図
大
概
如
此(

稿
者
注
、
図
ア
リ
、
【
図
１
】
に
後
掲) 

 
 

一
依
先
規
書
誓
状
献
之
、
有
札
紙
有
表
裏
掟
上
下 

古
今
集
一
部
之
説
二
条
家
正
嫡
流
御
伝
受
畏
入
候
、
被 

仰
聞
候
儀
理
口
伝
故
実
等
曾
以
不
可
有
聊
爾
候
、
此
旨
若
於
令
違
背
者
大
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日
本
国
神 

祖
神
并
天
満
天
神
梵
釈
四
王
殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
忽
基
熙
身
上
可
罷
蒙
者
也
、
仍
誓
状
如
件 

 
 
 
 

天
和
三
年
四
月
十
六
日 

 

基
凞 

 
 
 
 

 

前
平
中
納
言
殿 

｢

抑
今
日
御
伝
受
無
異
無
事
…｣

と
基
凞
が
一
日
を
回
顧
す
る
と
こ
ろ
を
境
に
前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
後
半
は
一
つ
書
き
に
よ
り
三
分
割

で
き
よ
う
。
前
半
は
切
紙
伝
受
の
場
に
つ
い
て
主
に
述
べ
て
い
る
。
上
段
東
西
に
人
麻
呂
の
画
像
が
架
け
ら
れ
、
そ
の
前
に
白
木
の
机
が

置
か
れ
、
そ
の
机
の
上
に
は
打
糺
呂
が
あ
り
、
そ
の
中
に
円
形
の
鏡･

四
房
香
箱･

刀
が
あ
り
、
左
右
に
洗
米･

神
酒
が
土
器
に
盛
ら
れ
て
い

た
。
同
じ
く
人
麻
呂
影
の
前
左
方
に
は
香
が
焼
か
れ
、
天
井
に
は
赤
地
錦
一
幅
が
張
ら
れ
、
人
麻
呂
影
の
前
の
左
右
に
座
が
設
え
ら
れ
た
。

南
側
を
天
皇
の
御
座
と
し
、
茵
一
枚
上
の
上
に
白
い
布
が
加
え
ら
れ
た
。
中
央
に
文
台
が
あ
り
、
基
凞
は
御
座
が
定
ま
っ
て
か
ら
着
座
し
、

そ
の
後
切
紙
が
一
枚
一
枚
文
台
の
上
に
広
げ
ら
れ
、
弘
資
と
共
に
読
み
上
げ
た
。
そ
れ
が
終
っ
た
後
は
常
御
所
に
て
三
献
を
い
た
だ
き
、

神
酒
や
洗
米
も
頂
戴
し
た
。
常
御
所
に
お
け
る
三
献
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
近
く
の
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
る
。 

 

後
半
は
、
近
衛
尚
通
が
宗
祇
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
後
、
信
尹
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
伝
受
が
続
い
た
が
、
信
尋
は
信
尹
か
ら
伝
受

を
受
け
な
い
ま
ま
没
し
た
。
尚
嗣
も
伝
受
の
こ
と
が
無
く
、
尚
嗣
薨
去
の
折
に
近
衛
家
伝
来
の
抄
物
や
切
紙
等
は
後
水
尾
院
に
も
た
ら
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
万
治
四
年
の
禁
裏
火
災
で
仙
洞
御
文
庫
本
が
悉
く
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
後
水
尾
院
崩
御
の
後
に
古
今
伝
受
の
意
向

を
後
西
院
に
漏
ら
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
実
現
し
た
、
と
あ
る
。
以
上
、
宗
祇
以
来
の
二
条
家
の
流
れ
を
汲
む
御
所
伝
受
の
正
統
に
復
し

た
基
凞
の
感
慨
は
い
か
ば
か
り
か
想
像
に
難
く
無
い
。
切
紙
伝
受
の
後
は
伝
授
者
で
あ
る
後
西
院
へ
の
誓
状
の
提
出
と
な
り
、
後
述
す
る

と
お
り
、
形
式･

内
容
と
も
寛
文
四
年
の
先
例
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

さ
て
、
こ
の
切
紙
伝
受
は
禁
裏
に
お
い
て
神
事
と
し
て
行
わ
れ
た
。
一
五
日
が
一
日
空
い
て
い
る
の
も
精
進
潔
斎
し
て
臨
む
神
事
の
準

備
の
た
め
で
あ
る
。
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
和
三
年
四
月
一
四
日･

一
五
日
条
に
、 
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十
四
日
、
〈
は
る
ゝ
夜
ニ
／
入
雨
ふ
る
〉
、
御
幸
、
左
大
臣
殿
、
中
院
大
な
こ
ん
し
こ
う
候
、
た
い
こ
中
納
言
よ
り
江
戸
御
み
や
し
上
、

い
な
は
た
ん
こ
の
か
み
よ
り
御
ち
や･

御
く
わ
し
し
ん
上
、
け
ふ
よ
り
御
神
事
に
て
手
な
し
、
ふ
く
し
や
さ
と
へ
か
へ
ら
る
ゝ
、
御
き

や
う
水
ま
い
る 

 
 

十
五
日
、
は
る
ゝ
、
御
神
事
入
の
御
き
や
う
水
御
く
し
の
ゆ
も
ま
い
る 

と
あ
る
。
神
事
の
た
め｢

手
な
し(

月
経)｣

や｢

ふ
く
し
ゃ(

服
喪
者)｣

が
里
へ
帰
り
、
身
を
洗
い
清
め
る
た
め
の
水
が
用
意
さ
れ
た
。
一
五
日

に
は
さ
ら
に
髪
を
洗
う
湯
が
も
た
ら
さ
れ
た
。こ
の
神
事
と
し
て
の
古
今
伝
受
へ
の
対
応
は
基
凞
も
同
様
で
あ
っ
た
。
『
无
上
法
院
殿
御
日

記
』
天
和
三
年
四
月
一
日
条
に
、 

 
 

朔
日
癸
酉
、
は
る
ゝ
、
あ
す
よ
り
古
今
の
御
か
う
し
や
く
は
し
ま
る
ゆ
へ
、
左
府
こ
よ
ひ
神
事
也
、
め
て
た
し
〳
〵 

と
見
え
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。 

 

先
に
『
伝
授
日
記
』
に
描
か
れ
た
切
紙
伝
受
の
現
場
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
人
麻
呂
象
を
架
け
そ
の
前
に
白
木
を
設
え
て
鏡
や
刀
を
置

き
、
さ
ら
に
伝
授
者
と
被
伝
授
者
が
文
台
を
介
し
て
向
か
い
合
わ
せ
る
に
座
る
と
い
う
構
図
は
、
既
に
天
正
二
年(

一
五
七
四)

の
三
条
西
実

澄(

枝)

か
ら
細
川
幽
斎
に
伝
受
し
た
折
の
記
録
か
ら
見
え
る
。
以
下
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本｢

古
今
伝
受
資
料｣

所
収
『
古
今
伝
受
座

敷
模
様
』
と
い
う
資
料
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
智
仁
親
王
の
転
写
を
経
て
現
在
伝
存
す
る
も
の
で
あ
る
。 

天
正
二
歳
在
甲
戌
六
月
十
七
日
古
今
集
切
紙
、
於
勝
龍
寺
城
従
三
条
大
納
言

（

実

澄

）

殿
、
御
伝
授 

座
敷
者
殿
主
上
段
、
東
面
人
丸
像
掛
〈
隆
信
筆
、
／
着
色
〉
置
机
子
於
正
面
、
香
爈
洗
米
神
酒
備
之
、
手
箱
仁
三
種
神
器
在
之
、
張

錦
於
其
上
置
文
台
、
北
面
亜
相
御
著
坐
〈
座
仁
鋪
／
布
一
端
〉
、
南
面
藤
孝
着
座
〈
同
鋪
布
／
壱
端
〉
、
十
七
日
切
紙
十
八
通
、
十
八

日
切
紙
十
通
、
伝
授
之
功
終
矣 

 
 
 
 

幽
斎
伝
授
之
次
第
、
令
書
写
畢 
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慶
長
七
年
八
月
十
四
日 

 
 
 

 
(

花
押

（
智
仁
）) 

一
校
畢 

宮
中
に
古
今
伝
受
が
入
る
前
か
ら
切
紙
伝
受
が
人
麻
呂
像
と
文
台
、
さ
ら
に
三
種
の
神
器
に
よ
る
神
事
と
し
て
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

注
目
さ
れ
る
。
伝
受
の
座
に
据
え
ら
れ
た
神
器
が
、
切
紙
に
記
し
て
伝
え
ら
れ
た
古
今
伝
受
の
一
つ
、
い
わ
ゆ
る｢

三
木
三
鳥｣

の
切
紙
の

意
図
す
る
天
皇
と
臣
下
の
一
体
の
寓
意
の
可
視
化
で
あ
り
、
即
位
灌
頂
の
形
式
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
既
に
三
輪
正
胤･

赤
瀬
信

吾
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 

（
9
）

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
海
野
圭
介
は
三
種
の
神
器
を
中
央
に
い
た
だ
く
伝
授
の
座
の
荘
厳
は
、

従
来
と
異
な
る
古
今
伝
受
と
い
う
営
為
そ
の
も
の
を
支
え
る
理
念
の
転
換
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

 

（
10
）

当
該
資
料
の
書
写
者
で

あ
る
智
仁
親
王
は
、
寛
永
二
年(
一
六
二
五)

に
後
水
尾
院
に
古
今
伝
受
を
行
っ
た
時
、
見
事
に
こ
の
模
様
を
再
現
し
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

桂
宮
本｢

古
今
伝
受
資
料｣

所
収
『
寛
永
二
年
禁
裏
古
今
講
釈
次
第
』
に
次
の
通
り
あ
る
。 

 
 
 

十
四
日
巳
刻 

朝
雨 

 
 
 
 

巳
刻
伺
公
ス
、
智
仁
裏
袍
也
。
檜
扇
持
也 

 
 
 

主
上
御
引
直
衣
也 

 
 
 

御
会
御
座
之
間
、
上
壇
講
尺
〈
同
／
間
〉 

 
 
 

と
こ
東
西
面
ニ
人
丸
像
か
く
る 

前
ニ
白
机
ニ
広
ふ
た
に
御
鏡
・
水
精
ノ
玉
・
御
太
刀
、
左
右
ニ
洗
米
・
土
器
・
神
酒
、
左
右
ニ
土
器
・
御
香
炉
・
沈
焼
・
殿
上
鏡
一

巻
は
ら
る
、
主
上
御
座
御
箘
も
な
し
、
雖
為
御
下
如
此
通
仰
也 

ぬ
の
一
端
被
成
御
敷
、
智
仁
も
ぬ
の
一
端
敷
、
御
前
ニ
葛
ノ
細
道
之
文
台
、
其
上
に
て
切
紙
始
十
八
通
、
次
六
通 

申
上
皆
御
成
就
大
慶
之
事
也
、
後 

主
上
智
仁
御
振
舞
あ
り
、
数
盃
被
下
退
出
、
無
事
欣
悦
珍
重
之
事
也 

三
種
の
神
器
が
鏡･

水
晶
の
玉･

太
刀
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
左
右
に
洗
米･

神
酒･
香
炉
が
置
か
れ
た
こ
と
は
、
前
掲
『
古
今
伝
受
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座
敷
模
様
』
と
同
様
で
あ
る(

な
お
後
掲
【
図
２
】
参
照)

。
三
輪
正
胤
は
天
正
二
年
と
寛
永
二
年
の
伝
受
を
共
に
神
事
と
し
な
が
ら
前
者
を

切
紙
伝
授
期
、
後
者
を
神
道
伝
授
期
と
分
け
て
考
え
て
お
ら
れ
る
が

 

（
11
）

、
両
者
は
連
続
す
る
も
の
と
捉
え
て
良
い
と
思
う
。
そ
の
よ
う
に
考

え
な
い
と
、
『
古
今
伝
受
座
敷
模
様
』
が
た
ま
た
ま
伝
存
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
智
仁
親
王
の
書
写
校
合
に
よ
り
伝
来
し
た
こ
と
が
説
明
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
『
伝
授
日
記
』
に
描
か
れ
た
天
和
三
年
の
切
紙
伝
受
で
は
、
三
種
の
神
器
の
玉
が
香
箱
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
気
付
か

さ
れ
る
。
こ
の
点
を
含
め
寛
文
四
年
の
切
紙
伝
受
に
な
る
と
、
天
和
三
年
の
そ
れ
に
よ
り
近
接
し
て
お
り
、
天
和
三
年
の
古
今
伝
受
が
寛

文
四
年
の
先
例
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
寛
文
四
年
の
切
紙
伝
受
は
、
中
院
通
茂
『
古
今
伝
受
日
記
』
に
も
見
え
図
の

み
【
図
３
】
に
後
掲
し
た
が
、
図
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
日
野
本
『
古
今
伝
授
之
儀
』(

Ｂ
六
─
四
四
七)

に
も
描
か
れ
て
い
る(

【
図
４
】
に
後

掲)

。
本
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

寛
文
四
〈
申
／
辰
〉
五
月
十
二
日
古
今
集
講
談
始
法
皇
御
所 

新
院
御
幸
、
源
大
納
言
通
茂
卿
烏
丸
前
大
納
言
資
慶
卿
弘
資
三
人
御
供
祗
候
、
同
十
六
日
御
講
談
相
済
了 

同
十
八
日
御
伝
授
被
進
御
切
紙
、
同
日
各
三
人
拝
領
御
伝
授
之
御
切
紙
了
〈
自
十
六
日
之
夜
／
入
神
事
〉 

今
日
十
八
日
辰
刻
新
院
御
幸
、
右
三
人
同
祗
候
、
於
弘
御
所
有
此
事 

弘
御
所
上
壇
〈
間
之
障
子
／
立
之
〉
外
ニ
垂
簾 

人
丸
像
南
面
前
尓
白
木
机
一
脚 

像
之
上
天
井
ニ
被
張
錦
、
机
上
広
蓋
亦
御
鏡
御
太
刀
御
香
箱
有
之
、
広
蓋
之
左
右
尓
洗
米
神
酒
盛
土

器
被
供
之
、
香
炉
同
有
之
、
但
不
被
焼
香
也 

御
座
東
面
御
茵
之
上
ニ
布
一
端
折
テ
被
敷
之
、
西
面
ニ
布
一
端
敷
テ
有
之
、
着
之
拝
領
御
切
紙
承
仰
了
、
申
刻
許 

新
院
還
幸
各
退

出
了 

弘
御
所
に
後
西
院
が
御
幸
し
中
院
通
茂･

烏
丸
資
慶･

日
野
弘
資
に
対
し
て
切
紙
伝
受
が
成
さ
れ
た
。
一
六
日
夜
よ
り
神
事
に
入
っ
た
と
あ
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る
。
人
麻
呂
像
が
南
面
に
置
か
れ(

向
き
が
天
和
三
年･

寛
永
二
年
い
ず
れ
と
も
異
な
る
）
、
そ
の
前
に
白
木
机
一
脚
が
置
か
れ
、
人
麻
呂
像
の
上

の
天
井
に
は
錦
が
張
ら
れ
た
。
机
上
に
は
広
箱
が
置
か
れ
鏡･

太
刀･

香
箱
が
あ
っ
た
。
そ
の
左
右
の
机
上
に
は
洗
米･

神
酒
が
土
器
に
盛
ら

れ
供
え
ら
れ
、
香
炉
も
あ
っ
た
が
、
香
を
焼
か
な
か
っ
た
。
後
水
尾
院
の
御
座
は
東
面
に
茵
の
上
に
布
が
敷
か
れ
た
。
後
西
院
ら
は
こ
れ

に
相
対
し
て
西
面
に
布
を
敷
き
着
座
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
寛
文
四
年
の
古
今
伝
受
の
日
野
弘
資
の
誓
状
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
日
野

本
『
古
今
伝
授
誓
紙
等
』(

二
六
五
─
一
一
一
五)

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
掲
げ
る
。 

古
今
集
一
部
之
説
二
条
家
正
嫡
流
御
伝
受
畏
入
候
、
被 

仰
聞
候
儀
理
口
伝
故
実
等
曾
以
不
可
有
聊
爾
候
、
此
旨
若
於
令
違
背
者
大
日

本
国
神
祖
神
并
天
満
天
神
梵
釈
四
王
殊
和
歌
両
神
之
冥
罰
忽
弘
資
身
上
可
罷
蒙
者
也
、
仍
誓
状
如
件 

 
 
 

寛
文
四
年
五
月
十
八
日 
正
二
位
藤
原
弘
資 

一
見
し
て
『
伝
授
日
記
』
に
記
載
の
あ
っ
た
、
天
和
三
年
の
折
の
基
凞
の
そ
れ
と
全
く
同
文
で
あ
る
こ
と
が
諒
解
さ
れ
よ
う
。 

 

伝
受
者
の
後
西
院
は
、
証
明
状
を
発
行
し
て
い
る
。
東
山
御
文
庫
蔵
『
後
西
天
皇
古
今
伝
授
御
証
明
状
』(

勅
封
六
二
─
一
二
─
一
─
六)

で
あ
り
本
文
を
次
掲
す
る
。 

就
道
御
伝
受 

旧
院
御
相
伝
震
翰

（
マ
マ
）

之
切
紙
廿
四
通
〈
於
血
脈
者
／
加
愚
判
〉･

伝
心
鈔
四
冊
〈
愚
筆
但
外
題
奥
書
之
／
判
形
等
正
本
透

写
〉
為
正
統
支
証
令
進
上
候
、
唯
授
一
人
之
口
決
面
授
等
不
貽
秘
説
一
事
具
令
申
入
訖
、
当
流
正
嫡
無
二
之
子
細
先
度
申
入
趣
毛
頭

無
相
違
候
、
○弥

此
道
繁
昌
被
懸 

御
心
雖
一
言
堅
禁
漏
脱
永
被
秘
官
庫
者
、
応 

旧
院
叡
慮
於
愚
身
大
慶
不
可
過
之
者
也 

 
 
 
 

天
和
三
年
四
月
十
六
日 

(

花
押
〈
後
西
院
〉) 

後
に
述
べ
る
通
り
、
翌
一
七
日
に
霊
元
天
皇
が
誓
状
を
提
出
し
て
お
り
、
こ
れ
は
後
西
院
が
霊
元
天
皇
に
宛
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
四
月
一
六
日
の
切
紙
伝
受
で
は
、
後
水
尾
院
相
伝･

宸
翰
の
切
紙
二
四
通
と
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
の
進
上
が
伝
受
の
対
象
と
な
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
海
野
圭
介
に
よ
る
解
説
が
存
す
る

 

（
12
）

。
以
下
に
引
用
し
よ
う
。 
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傍
線
部
の｢

舊
院
御
相
傳
震
翰

（
マ
マ
）

之
切
紙
廿
四
通｣

と
は
、
『
古
今
集
相
傳
之
箱
入
目
録
』(

稿
者
注
、
東
山
御
文
庫
蔵･

勅
封
六
二
─
八
─
一
─

一
〇
─
一)

に
『
伝
心
抄
』
に
続
い
て
記
さ
れ
る｢

切
紙
十
八
通
法
皇
宸
筆 

一
包 

同
六
通
法
皇
宸
筆 

一
包｣

を
指
す
。｢

傳
心
抄
四

冊 

愚
筆
但
外
題
奥
書
の
判
形
等
正
本
之
透
写｣

と
は
、
外
題
と
奥
書
に
付
さ
れ
た
花
押
は｢

正
本｣

、
則
ち
幽
斎
筆
本
を
透
写
し
た
後

西
院
筆
の
『
伝
心
抄
』
と
い
っ
た
意
で
、
つ
ま
り
は
上
述
の
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
を
指
す
。
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
四
冊
は
、

後
水
尾
院
宸
翰
切
紙
二
十
四
通
と
共
に｢

正
統
支
證｣

の
た
め
に
と
い
っ
た
言
を
添
え
、
古
今
伝
授
に
伴
い
霊
元
院
へ
と
伝
領
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。 

な
お
、
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
は
東
山
御
文
庫
に
伝
存
す
る(

勅
封
六
二
─
一
二
─
二
─
三
─
一
～
四)

〔
勅
封
番
号
に
つ
い
て
は
田
代
圭
一
氏

の
ご
教
示
を
得
た
。
な
お
宮
内
庁
書
陵
部
カ
ー
ド
未
記
載
で
マ
イ
ク
ロ
未
撮
影
〕
が
、
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
に
関
す
る
海
野
の
コ
メ
ン

ト
も
次
に
載
せ
て
お
く
。 

後
西
院
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
『
伝
心
抄
』
に
つ
い
て
は
、
『
皇
室
の
至
宝 

東
山
御
文
庫
御
物
１
』(

毎
日
新
聞
社 

平
11
・
４)

所

収
の
『
伝
心
集
』
の
図
版
解
説(

八
嶌
正
治
氏･

二
六
九
頁)

に
東
山
御
文
庫
に
お
け
る
現
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
書
影
の
公
開
は

な
い
も
の
の
、
全
冊
に
亘
っ
て
書
写
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
寛
文
四
年
五
月
に
後
西
院
が
幽
斎
自
筆
『
伝
心
抄
』
を
書
写
し
た
こ
と
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
伝
授
御
日
記
』(

勅
封
六
二

─
一
一
─
一
─
一
─
一)

Ⅰ
寛
文
四
年
五
月
一
六
日･

Ⅱ
一
七
日･
Ⅲ
一
八
日
条
の
記
事
に

 

（
13
）

よ
り
確
認
さ
れ
る
。 

 

Ⅰ
次
、
中
院
箱
被
披
法
皇
御
覧
、
伝
心
抄
且
又
被
取
出
、
可
披
見
之
由
也
、
予
伝
心
抄
一
部
書
写
望
之
由
申
入
之
旨
、
幽
斎
自
筆
本
〈
三

光
院
奥
書
、
式
部
卿
宮
所
持
〉
被
借
下
了 

 

Ⅱ
今
日
、
伝
心
抄
書
写
始
之
、
七
枚
書
之 

 

Ⅲ
夜
入
、
伝
心
抄
三
枚
書
写
了 



天和三年の古今伝受（酒井） 

 － 291 －

寛
文
四
年
の
後
水
尾
院
か
ら
後
西
院
ヘ
の
古
今
伝
受
で
は
、
後
西
院
は
『
伝
心
抄
』
を
書
写
し
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
天
和
三
年
の
後
西

院
か
ら
霊
元
天
皇
へ
の
伝
受
で
は
後
西
院
宸
翰
の
『
伝
心
抄
』
そ
の
も
の
の
相
伝
が
伝
受
の
対
象
に
加
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
異

な
る
。 

 

そ
し
て
、
四
月
一
六
日
の
翌
一
七
日
、
伝
受
を
受
け
た
霊
元
天
皇
は
誓
状
を
提
出
し
て
い
る
。
以
下
の
東
山
御
文
庫
蔵｢

霊
元
天
皇
宸
筆

御
誓
状
案｣

(

『
宸
翰
英
華
』
図
三
五
六)

で
あ
る
。 

今
度
就
道
之
灌
頂
、
旧
院
宸
翰
切
紙
并
新
院
宸
翰
之
抄
物
等
被
伝
之

付

属

之

、
唯
授
一
人
之
口
決
面
授
等
不
貽
秘
説
被
仰
聞
之
条
、
殊
賜
勅

書
候
畢
、
誠
以
生
前
之
厚
恩
、
当
道
之
冥
加
不
可
過
之
候
、
弥
以
永
存
親
子
之
志
、
毛
頭
不
可
有
疎
略
候
、
勅
書
之
趣
深
切
之
叡
慮

以
筆
舌
非
所
能
○
謝
候

報

矣

、
仍
而
八
条
宮
成
長
之
後
、
此
度
被
伝
候
奥
秘
之
訓
説
具
可
令
相
伝
候之

条
、
先
度
御
契
約
之
趣
堅
不
可
有
相

違
○
者候

也 

 
 
 
 

天
和
三
年
四
月
十
七
日 
(

花
押
〈
霊
元
院
〉
） 

今
回
伝
え
ら
れ
た
奥
秘
の
訓
説
を
詳
ら
か
に
相
伝
す
る
こ
と
を
契
約
す
る
こ
と
は
相
違
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
伝
え
る
秘
説
の
内
容

と
は
、
具
体
的
に
は｢

旧
院
宸
翰
切
紙
并
新
院
宸
翰
之
抄
物
等
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
明
示
さ
れ
て
い
る
後
水
尾
院
宸
翰
の
切
紙
と

は
、
前
掲
東
山
御
文
庫
蔵
『
後
西
天
皇
古
今
伝
授
御
証
明
状
』
に
記
載
の
あ
っ
た
、
後
水
尾
院
相
伝･

宸
翰
の
切
紙
二
四
通
の
こ
と
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
後
西
院
宸
翰
の
抄
物
も
同
じ
く
先
掲
の
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
基
凞
へ
の
切
紙
伝
受
で

は
後
西
院
宸
翰
の
切
紙
が
伝
受
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
に
後
西
院
宸
翰
の
切
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

 

（
14
）

こ
の
資
料
は
切
紙
伝
受

に
際
し
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
細
川
幽
斎
が
相
伝
し
た
三
条
西
実
枝
筆
『
当
流
切
紙
』
二
四
通(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
本
「
古

今
伝
受
資
料
」
所
収

（
15
）)

に
よ
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
切
紙
と
同
様
で
あ
る
。
一
八｢
血
脈｣

で
は
、
左
下
に
後
水
尾
院
の
後
に
後
西
院
の
花
押

が
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。 
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古
今
伝
受
が
終
了
し
た
後
は
、
『
伝
授
日
記
』
に
も
あ
っ
た
と
お
り
常
御
所
に
お
い
て
酒
の
三
献
（
三
杯)

を
飲
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
和
三
年
四
月
一
六
日
条
に
も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

十
六
日
、
は
る
ゝ
、
古
今
御
て
ん
し
ゆ
に
て
新
院
の
御
か
た
御
幸
、
御
か
く
も
ん
所
に
て
御
て
ん
し
ゆ
あ
そ
は
さ
れ
候
、
其
後
つ
ね

の
御
所
に
て
初
こ
ん
ま
ん
、
二
こ
ん
か
へ
の
こ
ん
、
三
こ
ん
二
物
に
て
三
こ
ん
ま
い
る
、
御
は
い
せ
ん
、
御
手
な
か
御
と
を
り
有
、

新
院
の
御
か
た
へ
し
ろ
か
ね
千
両
、
御
な
か
百
は
、
御
ひ
や
う
ふ
一
双
、
三
し
ゆ
二
か
ま
い
る
、
御
使
は
む
ろ
大
納
言
な
り
、
新
院

の
女
中
へ
白
か
ね
三
百
両
、
お
と
衆

（
マ
マ
）

へ
御
な
か
卅
把
、
山
口
い
き
の
守
へ
御
な
か
三
は
く
た
さ
る
ゝ
、
本
院
の
御
か
た
、
春
宮
の
御

か
た
、
ふ
し
み
殿
、
近
衛
殿
よ
り
御
た
る
さ
か
な
ま
い
る 

そ
し
て
、
後
西
院
ヘ
の
御
礼
の
進
物
の
進
上
と
な
る
。
白
金
千
両
と
あ
り
、
次
の｢

御
な
か｣

と
い
う
の
が
後
に
も
出
て
来
る
が
、
何
の
こ

と
か
不
明
で
あ
る
。
続
い
て
御
屏
風
一
双
で
あ
わ
せ
て
三
種
二
荷
で
あ
っ
た
。 

 

天
和
三
年
の
古
今
伝
受
で
は
、
二
二
日
に
日
を
改
め
て
小
御
所
に
お
い
て
竟
宴
和
歌
御
会
が
催
さ
れ
て
い
る
。
『
続
史
愚
抄
』
天
和
三
年

四
月
二
二
日
条
を
次
に
掲
げ
る
。 

廿
二
日
甲
午
、
有
二

古
今
集
竟
宴
和
哥
御
会
一

〈
再
興
歟
、
以
二

小
御
／
所
一

為
二

披
講
所
一

〉
、
題
寄
レ

道
祝
言
〈
左
中
将
雅
豊
／
朝
臣

出
レ

之
〉
哥
仙
親
王
外
公
卿
関
白
冬
経

已
下
卅
三
人
参
仕
、
日
野
新
大
納
言
〈
資
廉
卿
、
／
或
為
二

講
頌
人
数
一

云
〉
為
二

人
数
一

〈
殿
上

人
某
已
下
／
十
七
人
詠
進
云
〉
、
講
師
左
大
臣
基
凞

下
読
師
重
条
朝
臣
〈
宰
相
／
中
将
〉
講
師
左
中
将
雅
豊
朝
臣
、
講
頌
東
園
宰
相
中

将
〈
基
量
、
／
発
声
〉
、
御
製
読
師
関
白
冬
経

、
同
講
師
万
里
小
路
中
納
言
淳
房

奉
行
日
野
中
納
言
資
茂

、
此
日
新
院
幸
内
裏
、
披
講
間
御

簾
中
云
〈
○
和
哥
記
、
霊
元
院
／
宸
記
、
資
茂
卿
集
〉 

歌
会
の
進
行
次
第
に
は
特
筆
す
べ
き
事
は
無
い
が
、
竟
宴
和
歌
御
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
は
天
和
三
年
の
古
今
伝
受
独
自
の
こ
と
で
あ
る
。 
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四 

お
わ
り
に 

  

最
後
に
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
た
い
。
後
西
院
か
ら
霊
元
天
皇
と
近
衛
基
凞
へ
の
古
今
伝
受
は
、
ま
ず
、
霊
元
天
皇
か
ら

所
望
が
提
起
さ
れ
、
後
西
院
を
通
じ
て
後
水
尾
院
の
諒
解
が
得
ら
れ
た
。
続
い
て
三
十
首
和
歌
が
詠
進
さ
れ
、
い
よ
い
よ
後
西
院
に
よ
る

講
釈
が
、
延
宝
八
年
五
月
六
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
一
度
徳
川
家
綱
の
薨
去
が
あ
っ
た
た
め
延
宝
八
年
五
月
一
一
日
に
講
釈
が
中
断
し

三
年
後
の
天
和
三
年
四
月
二
日
に
再
開
さ
れ
て
い
る
。
後
西
院
の
講
釈
は
天
和
三
年
四
月
一
四
日
に
終
り
、
一
六
日
に
な
り
切
紙
伝
受･

誓
状
の
提
出
、
証
明
状
の
下
賜
と
進
ん
だ
。
切
紙
伝
受
の
模
様
は
天
正
二
年
の
古
今
伝
受
以
来
と
同
様
人
麻
呂
の
画
像
を
架
け
そ
の
前
に

三
種
の
神
器
を
置
き
神
事
と
し
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
寛
文
四
年
の
古
今
伝
受
以
来
三
種
の
神
器
の
玉
が
香
箱
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
四

月
一
六
日
の
切
紙
伝
受
で
は
、
後
水
尾
院
相
伝･

宸
翰
の
切
紙
二
四
通
と
後
西
院
宸
翰
『
伝
心
抄
』
の
進
上
が
伝
受
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
天
和
三
年
の
後
西
院
か
ら
霊
元
天
皇
へ
の
伝
受
で
は
竟
宴
和
歌
御
会
が
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。 
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【
図
１
】
『
伝
授
日
記
』 

【
図
３
】
『
古
今
伝
授
日
記
』 

【
図
２
】
『
寛
永
二
年
禁
裏
古
今
講
釈
次
第
』 

【
図
４
】
『
古
今
伝
授
之
儀
』 
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〔
注
〕 

（
1
）
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
の
史
的
研
究
』(

臨
川
書
店
、
一
九
八
二)

。 
（
2
）
新
井
栄
蔵｢

影
印 

陽
明
文
庫
蔵
近
衛
基
凞
『
伝
授
日
記
』｣

(

『
叙
説
』
第
九
号
、
一
九
八
四･

一
〇)

。 

（
3
）
海
野
圭
介･

尾
崎
千
佳｢

京
都
大
学
附
属
図
書
館
中
院
文
庫
本
『
古
今
伝
受
日
記
』
解
題･

翻
刻(

三)
｣

（
『
上
方
文
藝
研
究
』
第
四

号
、
二
〇
〇
七･

五
）
の
翻
刻
に
拠
る
。 

（
4
）
前
掲
注(

1)
横
井
著
書
、
小
高
道
子
「
細
川
幽
斎
の
古
今
伝
受
」(

『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
七
巻
八
号
、
一
九
八
〇
・
八
）
、

同
「
関
ケ
原
の
戦
と
古
今
伝
受
」(

『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
八
巻
一
一
号
、
一
九
八
一
・
一
一)

、
同
「
御
所
伝
受
の
成
立
に
つ

い
て
─
智
仁
親
王
か
ら
後
水
尾
天
皇
へ
の
古
今
伝
受
─
」(

『
近
世
文
芸
』
第
三
六
号
、
一
九
八
二
・
五)

、
同
「
御
所
伝
受
の
背

景
に
つ
い
て
─
古
今
伝
受
後
の
智
仁
親
王
─
」(

『
近
世
文
芸
』
第
三
八
号
、
一
九
八
三
・
五)

。 

（
5
）
海
野
圭
介
「
後
水
尾
院
の
古
今
伝
授
─
寛
文
四
年
の
伝
授
を
中
心
に
─
」(

『
講
座
平
安
文
学
論
究 

一
五
』
〈
風
間
書
房
、
二
〇

〇
一
〉)

。 

（
6
）
盛
田
帝
子｢

御
所
伝
受
と
詠
歌
添
削
の
実
態｣

(
吉
岡
眞
之･

小
川
剛
生
編
『
禁
裏
本
と
古
典
学
』
〈
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
〉)

。 

（
7
）
伝
心
抄
研
究
会
編
『
古
今
和
歌
集
古
注
釈
書
集
成 
伝
心
抄
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
六)

。
な
お
、
基
凞
は
古
今
伝
受
終
了
後
に

『
伝
心
抄
』
を
書
写
し
て
い
る
こ
と
が
陽
明
文
庫
蔵
本
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
以
下
に
書
写
奥
書
を
掲
げ
る
。 

 
 
 

第
一
冊
「
天
和
三
五
十
八
終
写
功
、
同
廿
独
功
了
」
。 

 
 
 

第
二
冊
「
天
和
三
年
六
月
七
日
書
功
終
、
同
九
日
独
功
了
」
。 

 
 
 

第
三
冊
「
天
和
三
年
六
十
一
書
始
之
、
同
廿
七
終
功
、
同
廿
八
独
功
了
」
。 

 
 
 

第
四
冊
「
天
和
三
六
廿
九
始
之
、
七
月
十
日
終
功
、
十
一
日
独
功
了
」
。 
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高
梨
素
子
『
古
今
伝
受
の
周
辺
』
（
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
六
）
参
照
。 

（
8
）
海
野
圭
介
「
確
立
期
の
御
所
伝
受
と
和
歌
の
家
─
幽
斎
相
伝
の
典
籍
・
文
書
類
の
伝
領
と
禁
裏
古
今
伝
受
資
料
の
作
成
を
め
ぐ
っ

て
─
」(

大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
皇
統
迭
立
と
文
学
形
成
』
〈
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
〉)

。
な
お
櫛
笥
節
男
『
宮

内
庁
書
陵
部 

書
庫
渉
獵
─
書
写
と
装
訂
─
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
六
）
に
図
版
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
る
。 

（
9
）
三
輪
正
胤
『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』(

風
間
書
房
、
一
九
九
四)

、
赤
瀬
信
吾｢

古
今
伝
授
の
三
木
伝｣

(

『
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
六
巻

三
号
、
一
九
九
一･

三)

。 

（
10
）
海
野
圭
介｢

細
川
幽
斎
と
古
今
伝
受｣

(

森
正
人･

鈴
木
元
編
『
細
川
幽
斎
─
戦
塵
の
中
の
学
芸
』
〈
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
〉)

。 

（
11
）
前
掲
注(

9)

三
輪
著
書
。 

（
12
）
海
野
圭
介｢

東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
集
相
傳
之
箱
入
目
録
』･

同
『
追
加
』
考
─
古
今
伝
受
後
の
後
西
院
に
よ
る
目
録
の
作
成
を
め

ぐ
っ
て
─｣

(

『
古
代
中
世
文
学
論
考
第
六
巻
』
〈
新
典
社
、
二
〇
〇
一
〉)

。
な
お
、
海
野
は
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
東
山
御
文
庫

蔵
『
後
西
天
皇
古
今
伝
授
書
案
』(
勅
封
六
二
─
八
─
二
─
一
二)

に
写
し
が
二
通
収
め
ら
れ
る
。 

（
13
）
海
野
圭
介
・
尾
崎
千
佳
「
東
山
御
文
庫
蔵
『
古
今
伝
授
御
日
記
』
『
古
今
集
御
講
義
陪
聴
御
日
記
』
解
題
・
翻
刻
」(

『
上
方
文
藝

研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
四
・
一
〇)

の
翻
刻
に
よ
る
。 

（
14
）
新
井
栄
蔵｢

陽
明
文
庫
蔵
古
今
伝
授
資
料｣

(

『
国
語
国
文
』
第
四
六
巻
第
一
号
、
一
九
七
七･

一)

に
影
印
が
掲
載
さ
れ
る
。 

（
15
）
橋
本
不
美
男
・
新
井
栄
蔵
編
京
都
大
学
国
語
国
文
学
叢
書
四
十
『
古
今
切
紙
集 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
』(

臨
川
書
店
、
一
九
八
三)

に
影
印
と
翻
刻
並
び
に
解
題
が
備
わ
る
。 
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